
か ぜ

東陽の旋風 ～自立貢献～

令和４年１０月２１日（金）No２４発行
文責：松本 卓也

「石工の郷 八代」の魅力を伝える Part3

～中学生ボランティアガイド 23日（日）デビュー～

明後日 23 日（日）、「第 48 回東陽しょうが祭」が開催されます。いよいよ
日本遺産「中学生ボランティアガイド」のデビューが間近に迫ってきました。

18 日（火）は、本校職員を相手に 2 回目のガイド練習を行いました。プレ
ガイドの反省を生かし、子どもたちは、この 2 週間でフリップの作り直しや、
話す内容・速さなどを改善してきました。その成果がよく表れ、プレガイド
の時と比べ、格段に説明が進歩している姿が見られました。ガイドを受けた
職員からは、「今回、ガイドを受けて、石工の郷の文化について初めて知る
ことがたくさんあり、とてもためになりました。」、「移動中にも、石橋にま
つわる話をしてくれて楽しく歩けました。」など、好意的な感想が多くあり
ました。

東陽しょうが祭」での日本遺産「中学生ボランティアガイド」は、
① 9:00 ～、② 10:00 ～、③ 11:00 ～、④ 13:00 ～の 4 回実施します。

【受付：石橋公園芝生広場に設けられた特設ブース】

東陽町に息づく「八代を創造（たがや）した石工たちの軌跡」と東陽町の
魅力を、これからの東陽を担う子どもたちが発信します。保護者の方の参加
も可能です。当日は、多くの皆さま方の参加をお待ちしております。

定住センター旧重見橋 若宮神社のひねり灯篭 橋本勘五郎氏の生家

世界にたった一つだけのお弁当を･･･ 教師修養 第7弾 ～「まちづくりへの提言」～

来週、27 日（木）は「お弁当の日」です。安 20 日（木）、八代市教育委員会から M 教育サ
全な食品を選ぶこと、体の成長や健康 ポーター、N 指導主事をお招きして、 3 年生の
に必要な栄養や食事のとり方を知るこ 社会科で研究授業を行いました。授業者は M 教
とは、生涯を通じて大切なことです。 諭。9 月に引き続き 2 回目のチャレンジです。
自分の健康と生命を守るためには、自 本時のめあては、「クラスの提案をもとに、
分の食は自分で管理する力を子どもた 地方自治への関わり方について考えよう。」東
ちに身につけてほしいと思います。い 陽町の人口減少の課題を解決するために、様々
つもよりちょっとだけ早起 な視点から具体策を提案したり、他の意見を参
きして、世界にたった一つ 考にして、最も実現可能な
だけのお弁当づくりにチャ 具体策を考える内容です。
レンジです。保護者の皆さ 「自然を活かし、キャンプ
ま、子どもたちはいろいろ 場やゲストハウスを建設す
な構想を考えているようで る。」等、すぐにでも実現
す。お子様への励ましとア 可能な提案もあり、未来が
ドバイスをよろしくお願い 想像できるとても面白い授
いたします。 業でした。

※ご意見や感想をお待ちしています。「見ました」の一言でも構いません。
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